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令和7年1月30日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官

令和6年（行コ）第5 2号 旅券発給拒否取消等請求控訴事件（原審・東京地方裁判

所令和2年（行ウ）第1 0号）

口頭弁論終結日 令和6年1 0月1日

判 決

東京都千代田区霞が関 一 丁目1番1号

控訴人兼被控訴人 国

（以下．「一審被告」という。）

同代表者法務大臣 鈴 木 馨 祐

処 分 行 政 庁 外務大臣 岩屋 毅

同指定代理人 山 寄 仁

田 中 隆

針 生

笹 村 美 智 子

溝 淵 幸 治

檜 垣 寿 博

被控訴人兼控訴人

（以下「一審原告」という。）

同訴訟代理人弁護士 鈴 木 雅 子

右山 井 信

韓 泰 英

士 田 元 哉

遠 藤 龍

臼 杵 裕 佳 子

主 文
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1 一審原告及び一審被告の本件各控訴をいずれも棄却する。

2 一審原告の控訴費用は一審原告の負担とし、一審被告の控訴費用は一審被告の

負担とする。

事実及 び理由

第1 控訴の趣旨

1 一審被告

(1) 原判決中、 一審被告敗訴部分を取り消す。

(2) 上記取消しに係る一審原告の請求を棄却する。

2 一審原告

(1) 原判決中、 一審原告敗訴部分を取り消す。

(2)ア 主位的請求

外務大臣は、 一審原告に対し、 全ての地域を渡航先として記載した一般旅

券を発給せよ。

イ 予備的請求

外務大臣は、 一審原告に対し、 トルコ共和国以外の全ての地域を渡航先と

して記載した一般旅券を発給せよ。

(3) 一審被告は、 一審原告に対し、 5 5 0 万円及びこれに対する令和元年 7 月 1

1日から支払済みまで年5分の割合による金員を支払え。

第2 事案の概要（以下、 略語は、 新たに定義しない限り原判決の例による。）

1 事案の要旨

一審原告は、外務大臣に対して一般旅券の発給申請をしたところ、 外務大臣か

ら、 トルコ共和国（トルコ）への入国が認められない者であるから旅券法1 3条

1項1号に該当するとして、 一般旅券の発給拒否処分（本件旅券発給拒否処分）

を受けた。 一審原告は、 一審被告に対し、 ①本件旅券発給拒否処分の取消し、 ②

主位的に全ての地域を渡航先として記載した一般旅券の発給の義務付け、予備的

にトルコ以外の全ての地域を渡航先として記載した一般旅券の発給の義務付け、
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③外務大臣が本件旅券発給拒否処分をしたことが違法であるとして、国家賠償法

（国賠法） 1条1項に基づく損害賠償として慰謝料500万円及び弁護士費用5

0万円並びに本件旅券発給拒否処分のされた日の翌日である令和元年7月1 1 

日から支払済みまで平成2 9年法律第44号による改正前の民法所定の年5分

の割合による遅延損害金の支払を求めた。

原審が①を認容し、②及び③を棄却したところ、請求全部の棄却を求めて 一審

被告が控訴し、 請求全部の認容を求めて 一審原告が控訴した。

2 旅券法の定めの概要、前提事実、争点及び争点に関する当事者の主張は、原判

決4頁1 0行目の「当裁判所に顕著な事実」を「記録上明らかな事実」に、同9

頁1 6行目から1 7行目にかけての「その以外」を「それ以外」に、同1.1頁3

行目の「2012年」を「20 1 3年」にそれぞれ改め、同1 1頁8行目の「す

るため」」の次に「（同規約12条3項ただし書） 」を、後記第3の2及び3の

とおり当審における一審原告及び一審被告の各主張をそれぞれ加えるほかは、原

判決の「事実及び理由」欄の「第2 事案の概要」の1から4まで（原判決2頁

20行目から23頁1 9行目まで）に記載のとおりであるから、これを引用する。

第3 当裁判所の判断

1 当裁判所も、一審原告の本件請求は、原判決が認容した限度で理由があるもの

と判断する。その理由は、次のとおり補正し、後記2及び3のとおり当審におけ

る一審原告及び一審被告の各主張についての判断を加えるほかは、原判決の「事

実及び理由」欄の「第3 当裁判所の判断」の1から8まで（原判決23頁2 1 

行目から5 5頁11行目まで）に記載のとおりであるから、これを引用する（な

お、引用する人証は原審におけるものである。）。

(1) 原判決24頁18行目の「同年中」を「平成1 9年」に改める。

(2) 同3 1頁20行目の「乙1 3の1」の前に「甲24、32、」を加え、同32

頁4行目の「同法」を「同条」に改め、同35頁10行目の「自由へ」の次に

「の」を加える。
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(3) 同 3 6 頁 6 行目から 7 行目にかけての「 旅券法は 「」を「旅券の発給制限に

ついて、「現在は、原則として許可主義により連合国最高司令部が必要に応じ、

旅券の発給を制限して来たので、特別の規定を設けてありませんが、この法律

におきましては、」に改め、 同頁1 4行目の「発給しても、」の次に「渡航先の

出先官憲は査証を与えないことになるため、」を、同行目の「ことになる」の次

に「し、仮に渡航先の国の出先官憲が気付かずに査証を与えた場合に、その者

が渡航先の国の上陸港に到着しても、もとより渡航先の国の法規により入国が

禁止されているため、引き返して来なければならなくなる」をそれぞれ加える。

(4) 同3 7頁2行目の「1 3頁」 を「1 2頁」 に、同頁24行目から2 5行目に

かけての「具体的には」を「少なくとも一次的には」にそれぞれ改め、 同頁2

2行目の末尾に以下を加える。

「また、 旅券法制定時の衆議院外務委員会においても、政府委員は、法令に

よりその者の入国を禁止してい歪渡航先の国との関係でのみ旅券の発給を制

限しなかった場合の不都合を説明するにとどまっている。」

(5) 同3 8頁1 3行目の「利益は、」の次に「 一次的には、 入国を禁止している」

を加え、同頁1 4行目の「に限られる」及び同頁同行目の「あり 、それが」か

ら同頁1 6行目の「困難で」までをいずれも削除する。

(6) 同3 9頁2行目の「利益を」から同頁5行目末尾までを「利益は、少なくと

も一次的には、ある者 を入国禁止とした国と我が国との二国間の信頼関係とい

う、渡航先との関係から我が国が得られる利益と解され、 これを渡航先国の利

益と解することはでき ない。」に改める。

(7) 同 3 9 頁 5 行目の末尾に改行して以下を加える。

「オ 旅券法1 3条1項の趣旨

ところで、旅券は、海外に渡航する者と旅券保持者の同 一性を公に証明する

ために政府から発行される身分証明書であり、 また、外国政府に対して、保持

者が遅滞ないし妨害なしに旅行することを認め、必要な場合には合法的な援助
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